
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
研究会テーマ 

発表演題 
広域セファロスポリン耐性菌を考える 

鶏肉および人から検出される CTX-M 型 ESBL 産生大腸菌 

研究会名 動物用抗菌剤研究会第 39 回シンポジウム 
講師名 石畝 史（保健衛生部） 

開催場所 東京都武蔵野市 日本獣医生命科学大学 

発表日 平成２４年４月２１日（土） 

発表内容  CTX-M 型 ESBL 産生菌は鶏肉 35 検体（32％）から、O78：H9 が 12 株、

O78：HUT が 8 株および O25：H4 が 1 株など 19 種類 46 株確認された。ヒ

ト糞便由来株は O25：H4 が 14 株、O1：H6 が 6 株および O78：H9 が 2 株

など 20 種類 54 株確認され、O1、O25 および O86a の 3 種類で 70％を占

めた。CTX-M group は鶏肉由来株では CTX-M-1 が 54％、糞便由来株では

CTX-M-9 が 67％を占めた。鶏肉由来株と糞便由来株の平均薬剤耐性数は、

それぞれ 6.8 剤と 5.2 剤であった。セファロスポリン系の CTRX、CAZ お

よび CPR の MIC 値は、いずれも糞便由来株よりも鶏肉由来株に対し高い

値（P<0.01）を示した。両者からともに確認された 3種類の血清型のう

ち O78:H9 については、鶏肉由来および糞便由来の各 1 株は 4 剤耐性、

鶏肉由来 11 株、糞便由来 1株および尿由来 2株は 7～8剤耐性を示し、

前者の各 1 株の CTX-M type および系統発生群は一致し、MIC 値および

PFGE パターンは類似した。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


